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研究紹介の本文： 我々はこれまでに、トマトブッシースタントウイル由来のβ

-Annulus ペプチドからなる人工ウイルスキャプシドの創製に成功している。また、

蛍光ラベル人工ウイルスキャプシドの自己集合過程を蛍光相関分光(FCS)法で解析す

ることや、タンパク質修飾した人工ウイルスキャプシドの創製、短鎖核酸を内包した

人工ウイルスキャプシドの創製にも成功している。本研究課題では、ウイルスモデル

としてのタンパク質修飾人工ウイルスキャプシドの分子夾雑環境下における自己集

合過程（図）や、人工ウイルスキャプシドへの mRNA などの核酸の内包挙動を FCS

で解析し、細胞内におけるウイルス形成の物理化学的理解の礎とすることを目的とし

ている。 
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